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Abstract
It is well known that fragrances influence our senses. Fragrances used in cosmetic products are no exception. Not only 

masking the odor of the product base, they give various impressions such as freshness, comfortableness and newness, and 
provide higher added value to products. In this report, we describe the fragrance development with a focus on raw materials, 
functional materials, and creation by perfumers. In addition, it is necessary to understand the regulations and environment 
issues related to fragrances and cosmetics.
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1. は じ め に

われわれは普段香りというものをあまり意識せずに生
活している。しかし，身の回りのありとあらゆるものに
香り（香料）は用いられている。朝起きて洗顔し，歯を
磨き，化粧水やクリームをつけ，化粧をする。帰宅後
は，風呂にゆったりとつかり，洗髪し，身体を洗い，ボ
ディローションで肌に潤いを与える。さらに，家事に必
要な衣類の洗剤，柔軟剤，食器洗剤，クリーナー等々。
日ごろお世話になっている多くの日用品に，製品形態と
使用シーンにマッチしたさまざまな香りが配合されてい
る。これらの香りは，化合物が混ざり合った調合香料と
呼ばれるものであり，多くの場合その製品向けに独自に
開発されたものである。香りは，われわれの暮らしに彩
りを添え豊かさをもたらしてくれる。化粧品などへの香
料開発は，単に嗜好性の良い香りを創るだけではなく，
製品の基材にあった拡散性や，安定性，各種法規の遵
守やコンセプトマッチ，トレンドの把握などが求められ
る。
本稿では，香粧品に使用される香料全般について説明
し，どのようにパヒューマー（調香師）が化粧品などへ
向けた香り創りを行っているのかを明らかにし，香料と
製品，その関係性への理解を深めていきたい。

2. 香粧品（フレグランス）と香りの歴史

2–1. 香料の始まり
フレグランスの歴史は，天然香料の使用に始まり香水
の誕生によって開花した。香料は，古代メソポタミア文
明では宗教的目的で没薬（ミルラ）や乳香（オリバナム）
が使用されていたことが記されている。古代エジプトで
は，すでに没薬，乳香のほかにもシナモンなどを調合し
て香膏として使われていたとされる。古代ローマでは，
さらに香料の使用が進み，香油や固形で用いられ，ロー
ズ（バラ），スイセン，マルメロなどの花や柑橘からも
香りを採取していた。

2–2. 中世から近代 1）

中世になると，アラビアにおいて水蒸気蒸留の技術が
発明され，ローズの花からローズウォーターを作ること
に成功している。14世紀には，アルコールに香料を溶
かした「ハンガリー水」と呼ばれる最初の香水が登場す
る。その後，イタリアにおいて香水の生産技術が急速に
発展し，フランスへ伝えられた。ルイ15世時代には宮
廷内で，香水だけではなく，石鹸，おしろい，毛髪染料
の使用が流行となり香りの文化が花開いた。この流行は
フランス革命を経て，宮廷から外に広まり1828年にピ
エール・フランソワ・パスカル・ゲランが香水，石鹸，
化粧水を富裕層に売り始めた。特権階級だけが楽しんで
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